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ス
い

H つ
尺ぱ
云い
お
り

編集発行役場総務課昭和58年 5月 1日発行

五
月
、
い
よ
い
よ
農
繁
期
の
到
来
、

イ
チ
ゴ
栽
培
農
家
で
は
、
イ
チ
ゴ
摘

み
に
毎
日
大
忙
し
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
イ
チ
ゴ
は
、

ウ
イ
リ
ス
フ
リ

l
株
や
育
苗
方
法
に

よ
り
、
十
二
月
か
ら
六
月
ま
で
の
長

期
間
収
穫
で
き
、
い
つ
で
も
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
様
に
、
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

<><::<><:舗c>cご><><::'

2，3 P 。昭和 58年度当初予算・.. . 

おもな内容'-C担C:><><><><>‘::>

D 西条小学校と決定
新設第2小学校名・・・・ 4P

o区長，区長代理
常設委員の変更・・・・ 5P

oふるさとづくり(河東中島)・・ 6P

O 町民俳句，税のひろば・・・・ 7P 

o保健だより。婚姻。出生・・・ 8P
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町の人口・男4，631人(+30)・女4，643人(+6 )・計9，274人(+36)・世帯数2，633戸(+11) 4月 1日現在()内は前月比



三
月
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

士
百
聞
に
わ
た
れ
由
開
催
さ
れ
た
三
月

定
例
議
会
は
、
新
年
度
一
般
会
計
予

算
を
は
じ
め
三
つ
の
特
別
会
計
予
算

な
ど
、
十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
一
般
会
計
の

予
算
総
額
は
、
二
十
億
九
、
三
三
三

万
五
千
円
と
な
り
前
年
度
当
初
予
算

と
対
比
い
た
し
ま
す
と
、
五
十
三
パ

昭和 58年 5月発行 (2)

初

報広町

一
会

和日吉

予算

総額20億9.333万5千円

1
セ
ン
ト
の
増
と
高
い
伸
率
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
第

二
小
学
校
建
設
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
勺

継
続
事
業
と
し
て
は
、
福
祉
の
ま

ち
d

つ
く
り
事
業
、
地
籍
調
査
事
業
、

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
、
押
越
土

地
区
画
整
理
事
業
、
道
路
台
帳
整
備

事
業
、
町
道
改
良
事
業
、
街
路
事
業
ー

地
方
病
溝
渠
改
修
事
業
、
国
体
関
連

道
路
整
備
事
業
等
で
あ
り
、
そ
の
他

諸
事
業
に
つ
い
て
も
緊
急
度
と
そ
の

効
果
を
検
討
し
配
慮
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
常
経
費
に
つ
い
て
は

で
き
る
限
り
節
減
を
図
り
、
今
後
の

見
通
し
の
上
に
立
っ
て
特
別
の
も
の

を
除
き
前
年
度
並
み
に
据
置
き
、
行

財
政
改
革
の
推
進
を
踏
ま
え
て
の
予

算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

地方譲与税1，900万円(0.9%)
自動車取得税

その他{交付 金 1，印O万円(0.8%)

繰越金日O万円 (0.2%)

58年度

(単位千円)

歳 出 歳 入

医療諸費 160，1.00 支払基金交付金 112，253 

総 務 費 423 国庫支出金 31. 980 

予 備 費 100 繰 入 金 8，263 

諸支出金 2 そ の 他 8. 129 

辛巾公己、 額 160，625 総 額 160.625 

計別会特健保人老(単位千円)

歳 出 歳 入

渇水対策費 4， 400 諸収入 5.200 

予備費 1， 000 繰越金 200 

総額 5， 400 総額 5. 400 

渇水対策事業特別会計



(3) 昭和 58年 5月発行 昭和町広報

聖護室長室 7億3，842万2千円など

手ヰ 目

教育費

小学校建設費

小中学校費

保健体育費

教育総務費

社会教育費

土木費

道路橋りょう費

都市計画費

土木管理費

河 JlI 費

住 宅 費

公債費

公 債 費

総務費

総務管理費

徴 税 費

戸籍、住民基本台帳費

監査委員費

選 挙 費

統計調査費

民生費

児童福祉費

社会福祉費

災害救助費

農林・水

産業費 農 業 費

衛生費

保健衛生費

清 掃 費

消防費

t首 防 費

議会費

議 ~ 費

その他

商 工 費

予 備 費

普通財産取得費

災害復旧費

1E1 L 百十

(単位千円)

金 額

867， 151 

738.422 

50.440 

39. 306 

20. 788 

18. 195 

348，332 

236. 531 

81，202 

22.922 

4，252 

3，425 

203， 797 

203， 797 

190， 971 

134，810 

37，309 

9，960 I 

4，330 

4， 285 

277 

165，871 

113，412 

52.458 

97， 748 

97， 748 

85，672 

49.604 

36，068 

84， 254 

84， 254 

38，218 

38，218 

11，321 

6.319 

5.000 

2，093，335 

議会費 3，821万8千円 (1.8%)

消防費8，425万4千円 (4.0%

その他 1，132万1千円 (0.7%)

国民健康保険特別会計 (単位千円)

歳 出 歳 入

保 険 給付費 223， 038 国庫支出金 163，432 

老人保健拠出金 57， 375 国民健康保険税 134， 186 

総 務 費 9， 328 諸 収 入 2， 304 

そ の 他 10. 727 そ の 他 546 

総 客員 300， 468 総 客員 300， 468 
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西
条
小
学
校
は
、
既
設
の
押
原
小

学
校
が
児
童
数
九
百
人
を
超
え
マ
ン

モ
ス
化
の
傾
向
に
あ
り
、
五
十
九
年

度
に
は
二
十
四
ク
ラ
ス
が
確
定
し
、

収
容
不
可
能
に
な
る
た
め
、
昨
年
春
、

新
設
が
具
体
化
し
ま
し
た
。

乙
の
小
学
校
が
、
開
校
し
ま
す
と
、

押
小
の
児
童
数
が
緩
和
さ
れ
、
地
域

の
み
な
さ
ん
や
関
係
者
が
望
ん
で
い

た
、
ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

学
校
の
敷
地
面
積
は
、
二
万
四

O

町和日吉

七

0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
校
舎
は
、
三

階
建
て
で
延
床
面
積
は
三
、
二

0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
十
二
の
普
通

教
室
と
二
つ
の
特
殊
教
室
、
理
科
室
、

音
楽
室
な
ど
七
つ
の
特
別
教
室
が
あ

り
ま
す
。

今
後
の
建
設
計
画
は
、
造
成
工
事

が
五
月
ま
で
に
お
わ
り
、
校
舎
、
屋

内
体
育
館
建
設
工
事
が
、
六
月
か
ら

始
ま
り
来
年
三
月
に
完
成
、
さ
ら
に

プ
l
ル
も
来
年
七
月
に
は
、
完
成
す

る
予
定
花
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て

-h
来
年
三
月
に
は

開
校
に
差
し
支
え
の
な
い
施
設
が
で

き
あ
が
り
ま
す
。

屋内運動場

建設工事はじまる

基礎工事はじまる(新設高校)

校舎、

(新設高校完成予想図)

来
年
四
月
に
開
校
を
め
ざ
す
、
新

設
高
校
の
建
設
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
敷
地
面
積
は
、
四
万
四
、
九

二
六
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
校
舎
は

四
階
建
て
で
延
床
面
積
は
、
八
、
九
八

九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
普
通
教
室
は

二
十
七
室
、
物
理
、
科
学
室
な
ど
十

三
の
特
別
教
室
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
、
二
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
敷
地
造
成
工
事
は
、
来
年
三
月
に

は
終
了
さ
せ
、
開
校
が
来
年
四
月
と

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
校
舎
、

屋
内
運
動
場
建
設
工
事
は
、
造
成
工

事
と
並
行
し
て
四
月
か
ら
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
は
、
普
通
教
室
棟
、

屋
内
運
動
場
な
ど
が
完
成
し
、
来
年

四
月
の
開
校
に
支
障
の
な
い
施
設
が

で
き
、
五
十
九
・
六
十
年
度
に
か
け

て
残
り
の
普
通
教
室
棟
の
工
事
に
は

い
る
予
定
で
す
。
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館
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営

刷
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審

議

会

委

員

M

H
3
8匂

5
2
6
2
5
5
6句

5
5
5
5

…
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
は
、
八

…
民
館
に
お
け
る
各
種
の
事
業
の
企
官

m

実
施
を
調
査
審
議
し
て
い
ま
す
。

…
3

月

現

在
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敬

称

略
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早

川

美

都

雄

…
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依

田

勇
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大

高

朝

男

…
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木

委
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…
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衛
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ミ
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w

を

チ

と

に

庭

ロ

ひ

り

校

落

を

と

ム

眼

中

部

ス

ひ

一

原

各

一

り

チ

て

押

て

レ

と

越

に

が

つ

の

ひ

押

雄

前

会

た

と

手

イ

大

わ

は

選

勝

。

か

伝

に

点

、

優

す

り

駅

ル

継

り

。

準

で

イ

周

卜

中

ま

た

々

{

1

0
一

各

集

し

。

方

A

内
た
メ
や
が
ま
す
ム
ム
の

プ
町
し
ロ
道
ち
い
で
一
一
次

固
ま
キ
沿
た
て
り
チ
チ
は

区

3
れ
幻
、
人
つ
お
居
原
者

一
第
わ
、
い
う
送
と
新
阿
勝

条
、
行
周
合
い
を
の
地
漉
優

西

日

て

2
い
と
援
次
築
紙
間

3
し

を

競

う

声

は

区

月
と
内
が
よ
な
果
勝
位
お

4
着
町
ム
見
ん
結
優
三
な

発

一

め

盛

土
木
委
員

衛
生
委
員

白
川
凶
)

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

白
凶
凶
)

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

白
川
閑
嗣
U

区

長

四
月

一
日
付
で
、
区
長
、
区
長
代

理
、
常
設
委
員
が
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

区
長
代
理

報

|西l
区|条|衛 土

|新|生木
|田|委 委

長u 員員

広町和(5) 昭和 58年 5月発行

築地新居チームに栄冠....⑬⑮.. 
日百

敬
称
略

遠笠望高五
藤井月野味

晃敏輝孝義
二 之光雄章

塚
原

省

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

同
ハ
凶
U

区

長

福鮎坂
島川田

文一庄
司

友
善

海 海 清 川 有
野野水崎賀

一一平敏保
範夫男

区
長
代
理

|紙|
区区|漉|衛土
長 |阿|生木
代 |原|委委
理長"-..J員員

五 蒔
味田

政辰
治

区
長
代
理

花 野
形中

正 武

堀 今 高 名
内沢野執

良輝秀宗
彦夫次行

岩 保 井 武
村坂上井

ニo:.
写王通通武

正

者勝優間区

区 一
老人

愛 婦 文 中

直代言長表

役
長 ク 育 人 化 ρ寸主ゐニ A寸主I二与

式五長プラ、
職

メ~、 メヱミ』 βヱミ、協 校 校
名

長 長 長 メ~ 長 長

長

上杉 保坂 野品
幾郎?西太可

野品
か武田 告竹中 | 有賀

名氏

知英 篤 幸
久枝

ほ
正裕

弘
る 酔、

※
、公
民
館
活
動
花
、
ど
意
見
・
ど
要

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
連
絡
く

だ
さ
い
。

昭
和
町
教
育
委
員
会

電
話
七
五
|
三
七
三
七

体
育
指
導
委
員

体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
関
心
と
理
解
を
も
ち
、
そ
の

職
務
を
行
う
の
に
必
要
な
熱
意
と

能
力
を
も
っ
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

住
民
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の

た
め
、
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
ま

す。
体
育
指
導
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

(
敬
称
略
)

マ
委
員
長
細
田
健
児
(
上
河
東
)

問

国

三
井
猛

(西

条

一

区

)

井

口
健
(
西
条
二
区
)
高
野
公
介
(
清

水
)
斉
藤
進
(
新
田
)
石
原
保

夫
(
押
越
)
山
下
肇
(
中
島
)

清
水
博
久

(阿
原
)
内
藤
要
二

(築
地
)
堀
内
正
美
(
飯
喰
)
小

林
孝

(
河
西
)
井
上
武
(
上
河
東
)

桂
田
孝
彦

(上
河
東
二
区
)

ヨ
まの
し人四
た事月
。異ー
動日
が付
次を
のも
とつ
おて
り
行 町
わ職
れ員

)
内
は
旧
任

〈
配
置
換
え
〉

マ
議
会
事
務
局
長
1

山
田
昇
(
総
務

係
長
)
マ
教
育
次
長
兼
総
務
係
長

〔新
設
〕
|
風
間
辰
男
(
都
市
計
画

係
長
)

マ
総
務
係
長
l
斉
藤
進

(
農
地
係
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
)

マ
農
地
係
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
l
中
沢
孝
造
(
教
育
委
員

会
総
務
係
長
)
マ
都
市
計
画
係
長

|
飯
島
最
周
(
経
済
課
主
任
)

〈
新
採
用
〉

マ
経
済
課
|
秋
山
隆
マ
教
育
委
員

会
!
篠
原
正
浩

マ
建
設
課
1

中
村

い
づ
み

〈
退
職
〉

マ
古
屋
悦
三

〈
嘱
託
〉

マ
古
屋
悦
三
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中
島
区
で
は
、
ふ
る
さ
と

c

つ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
区
の
役
員
さ

ん
、
諸
団
体
の
代
表
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
「
社
会
教
育
推
進
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
、
文
化

教
養
部
、
生
活
研
究
部
、
体
育
部
と

三
つ
の
部
門
が
あ
り
、
計
画
を
た
て

次
の
よ
う
な
乙
と
を
実
施
し
な
が
ら

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

文

化

協

会

二

十

周

年

H
I
記

念

誌

発

刊

1
1

広町和日召

。コ
n
u
議
J
n
U
E詩
之
低
ザ

作
附
叫
エ
小
'
4
J
h

有
ぷ

υ
信
制
問
陣
取
ル

1
1
1
1
1
1

」

l

i

l

i

-

-

県
、
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i
ト
ボ

i
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選
手
権
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三
月
二
十
七
日
、
北
巨
摩
郡
双
葉
一
で
破
り
優
勝
、
五
月
に
栃
木
県
で

町
営
グ
ラ
ン
ド
で
六
十
一
チ
l
ム
の
行
わ
れ
る
関
東
大
会
の
出
場
権
を
得

参
加
の
も
と
、
第
三
回
県
ゲ
l
卜
ボ
ま
し
た
。

ー
ル
選
手
権
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
選
手
は
、
次
の
方
々
で

乙

の

日

は

、

小

雨

ま

じ

り

の

肌

寒

す

。

(

敬

称

略

)

い
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
県

V
監
督

内
各
地
か
ら
五
百
人
余
り
の
お
年
寄
山
由
美
明
(
押
越
)

り
が
参
加
し
、
十
一
面
の
コ

l
ト
で

V
選
手

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
角
野
正
男
(
西
条
一
区
)
荊
沢

成
年
の
部
で
出
場
し
た
昭
和
は
、
秀
一
(
新
田
)
神
宮
寺
允
(
中

小
淵
沢
、
若
草
加
賀
美
、
双
葉
宇
南
、

島

)

山

口

成

之

(

中

島

)

田

甲
府
春
日
を
次
々
に
破
り
、
決
勝
戦
中
藤
秋
(
築
地
)
大
幡
武
(
築

文
化
教
養
部
は
、

H

地

域

の

歴

史

…

で

は

大

月

菊

花

チ

!

ム

を

十

九

対

十

地

)

横

山

伴

一

(

飯

喰

)

を
語
る
会
H

H
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け
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い
て
学
習
会
ゲ

H

青
少
年
の
非
行
に
や
側
帆
帆
川
淵
献
州
側
附
側
側
協
械

つ
い
て
聞
く
会
庁
生
活
研
究
部
で
は
一
側
凶
剛
叶
凶
附
制
州
明
州
司

H

栄
養
推
進
講
習
会
庁

H

健
康
管
理
一
-
.
、

J
P

‘
‘
.

K
9
い
て
語
る
会
H

を
、
そ
れ
ぞ
れ
~

聞

き

ま

し

た

。

一

国

幽

生

け

花

、

俳

句

、

押

絵

び

ま
た
、
体
育
部
で
は
歩
け
歩
け
運
も

F
酷
臨
な
な
ど
、
多
彩
な
趣
味
の
中

動
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
へ
の
啓
も
う
を
は
…
で
今
一
番
熱
中
し
て
い
る
の
が
、
松

か
り
、
歩
け
歩
け
運
動
は
毎
月
第
一
-
本
伝
統
の
押
絵
び
な
と
い
う
築
地
の

第
三
日
曜
日
の
早
朝
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
一
松
岡
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

は
毎
週
木
曜
日
の
夜
、
行
っ
て
い
る
一
姉
さ
ん
が
し
て
い
る
の
を
見
て
う

そ

う

で

す

。

恥

ら

や

ま

し

く

思

い

、

自

分

の

い

な

く

「
地
域
住
民
が
、

地
域
に
お
け
る
い
な
っ
た
あ
と
に
何
か
残
し
た
い
と
、

生
活
主
体
者
と
し
て
の
意
識
と
自
覚
司
松
岡
さ
ん
は
一
年
前
、
押
絵
び
な
を

を
養
い
、
地
域
の
習
慣
を
身
に
つ
け
い
始
め
た
そ
う
で
す
。

ふ
れ
あ
い
や
連
帯
感
を
た
か
め
て
い
一
押
絵
び
な
の
作
り
方
は
、
原
画
を

き
た
い
」
と
、
社
会
教
育
委
員
の
志
叫
厚
紙
に
写
し
と
っ
て
、
カ
ッ
タ
ー
で

村
恒
夫
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
日
切
り
と
り
部
分
部
分
の
絵
花
、
綿
と

歴史を語る会(公会堂にて)

i 
初優勝したゲートボール成年部

‘，，
lu-

築
地
の
松
岡
満
子
さ
ん

絹
、
ち
り
め
ん
な
ど
の
布
を
、
は
り

つ
け
て
い
く
の
だ
そ
う
で
す
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
押
絵
び

な
、
毎
月
一
度
は
わ
ざ
わ
ざ
松
本
ま

で
勉
強
に
出
か
け
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
。

「
自
分
の
手
に
よ
っ
て
美
し
い
も

の
を
作
り
あ
げ
る
の
は
、
楽
し
い
で

す
よ
。
今
ま
で
浮
世
絵
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
武
者
絵
に
も
と
り
く
み

た
い
」
と
、
松
岡
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

乙
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
々
に
押

絵
び
な
の
美
し
さ
を
魅
了
さ
せ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。



史
跡
訪
ふ

報

草
青
む

伊
藤
春
江

畦
に
忘
れ
し
ぬ
い
ぐ
る
み

清
水
博
文

ぬ
れ
縁
に
す
す
め
る
渋
茶
草
青
む

中
沢
静
代

草
青
む
広
野
真
す
ぐ
に
轍
跡

井
上
ま
さ
江

草
青
む
ゲ
i
ト
ボ

l
ル
の
音
は
ず
む

桑
原
丑
寅

老
の
一
団

草
青
む

広町

遺

産

相

続

相
続
税
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
財

産
を
相
続
し
た
り
、
遺
言
に
よ
っ
て

も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税
金
で
、
遺

産
総
額
か
ら
亡
く
な
っ
た
人
の
借
金

や
未
納
の
税
金
、
葬
式
の
費
用
な
ど

を
差
し
引
い
た
正
味
遺
産
額
か
ら
、

更
K
基
礎
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残

り
の
額
に
か
か
り
ま
す
。

基
礎
控
除
額
は
(
二
、

0
0
0万

円
+
四

O
O万
円
×
法
定
相
続
人
数
)

と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
例
え
ば
、

相
続
人
が
妻
と
子
供
二
人
の
場
合
、

正
味
の
相
続
財
産
が
三
、
二

O
O万

円
ま
で
な
ら
税
金
が
か
か
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
の
特
典
と
し
て
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草

青

む
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呑

み
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だ

ち

ほ

し

き

日

よ

吟

ょ

う

。

内

藤

ふ

く

次

…

訪

門

販

売

を

受

け

た

〈

ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
を
ご
存

焼
殻
を
丸
く
包
み
て
草
青
み

h

じ

で

す

か

〉

電

話

の

権

利

を

相

続

す

る

と

か

、

輿

石

さ

多

代

す

*

*

と

き

の

ご

主

意

契

約

し

た

商

品

が

本

当

に

必

要

か

譲

り

渡

す

場

合

は

、

次

の

よ

う

な

手

草
青
む
惰
農
の
畑
の
土
竜

m

z

，
，
冷
静
に
考
え
直
す
期
間
(
四
日
間
)
続
が
必
要
で
す
。

上
田
栄
月
明
〈
契
約
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
で
す
。
四
日
間
以
内
な
ら
無
条
件
で

w

《
電
話
の
権
利
を
相
続
す
る
と
き
》

草
青
む
野
に
な
り
き
り
て
川
光
る
仇
ん
。
納
得
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
契
約
の
解
除
(
文
は
申
込
み
の
撤
回
ふ
電
話
局
に
備
え
て
あ
る
「
加
入
承

清

水

年

江

闘

う

。

〉

が

で

き

ま

す

。

解

除

(

又

は

撤

回

)

W

継
届
書
」
の
用
紙
に
記
名
押
印
の
う

吹
く
風
も
ま
だ
ひ
ん
や
り
と
草
青
む
前

V
そ
の
商
品
が
本
当
に
必
要
か
よ
く
を
す
る
時
は
、
電
話
で
な
く
必
ず
書
川
え
、
相
続
関
係
が
証
明
で
き
る
戸
籍

磯
部
信
与
噌
考
え
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
面
で
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
附
謄
(
抄
)
本
一
通
を
添
え
て
相
続
の

草
青
み
牧
羊
と
き
に
か
が
や
き
て
却

V
必
要
で
な
け
れ
ば
勇
気
を
も
っ
て
〈
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

w

事
実
が
発
生
し
た
日
か
ら
、
六
カ
月

矢

崎

竜

屋

内

乙

と

わ

り

ま

し

ょ

う

。

場

合

が

あ

り

ま

す

。

〉

以

内

に

お

届

け

く

だ

さ

い

。

焼
印
の
牛
を
あ
そ
ば
せ
草
青
む
吟

V
契
約
(
文
は
申
込
み
)
を
し
た
時

o
代
金
を
全
部
支
払
っ
た
と
き
。
+
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

河
田
好
子
聞
は
、
書
面
が
渡
さ
れ
ま
す
。

D

化
粧
品
な
ど
消
耗
品
で
消
費
す
れ

o
旧
加
入
者
と
相
続
関
係
が
証
明
で

j
j
s
J
8
8
3
8
3
8
8
8
8
8
8
4
V
内
容
を
よ
く
読
ん
で
確
認
し
た
あ
ば
ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
き
る
戸
籍
謄
(
抄
)
本
一
通

①
配
偶
者
が
相
続
し
た
財
産
で
、
知
と
で
印
鑑
を
押
し
ま
し
ょ
う
。
く
な
る
旨
を
告
げ
ら
れ
た
場
合
に

o
相
続
す
る
か
た
の
印
鑑

正
味
の
遺
産
額
の
二
分
の
一
ま
で

N
V現
金
販
売
の
時
は
、
領
収
書
が
渡
お
い
て
一
部
消
費
し
た
も
の
。
+
手
続
き
費
用
無
料

は
、
相
続
税
は
か
か
ら
ず
、
内
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
ま
し

o

乗

用

自

動

車

お

問

い

合

せ

は

甲

府

電

報

電

話

局

へ

②
あ
る
い
は
、
相
続
し
た
財
産
が
持

1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
1

電
話
一
二
三
l
1
0
一
五
一
(
無
料
)

一

一

分

の

一

よ

り

多

い

と

き

で

も

一

軍

人

軍

属

の

恩

紛

欠

格

者

;-zmiz--
，=--gza--ZE--S-zz

そ
の
額
が
四
、

0
0
0万
円
ま
で
伊

で

あ

れ

ば

、

配

偶

者

に

は

相

続

税

一

連

盟

よ

り

お

知

ら

せ

ゴ

ミ

ゼ

ロ

の

日

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
内
我
々
元
軍
人
軍
属
は
わ
ず
か
な
年
知
ら
な
い
該
当
者
は
、
登
録
が
必
要
空
き
缶
も
い
ま
や
お
金
と
同
じ
よ

こ
の
他
に
も
、
未
成
年
者
控
除
や
時
限
不
足
の
た
め
、
軍
人
思
給
が
支
給
で
す
の
で
左
記
に
連
絡
を
い
た
だ
く
う
に
貴
重
な
物
で
す
。
特
に
、
ア
ル

障
害
者
控
除
な
ど
の
税
額
控
除
が
あ
仇
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
と
と
も
に
組
織
に
加
入
し
、
戦
後
三
ミ
缶
は
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

り

ま

す

。

間

本

連

盟

は

乙

の

不

合

理

・

不

公

平

十

八

年

、

今

こ

そ

我

々

は

、

固

い

団

つ

な

が

る

価

値

あ

る

資

源

と

い

え

ま

相
続
税
の
申
告
は
、
被
相
続
人
が
加
の
は
な
は
だ
し
い
恩
給
法
年
金
制
度
結
の
下
、
目
的
達
成
に
全
力
を
挙
げ
す
。

死

亡

し

た

日

の

翌

日

か

ら

六

カ

月

以

~

を

抜

本

的

に

改

革

す

る

た

め

、

固

に

ま

し

ょ

う

。

貴

重

な

H

空
き
缶
資
源

N

の
ポ
イ

内

に

、

被

相

続

人

の

住

所

地

を

所

轄

釘

対

し

軍

歴

年

数

に

応

じ

た

恩

給

・

年

(

連

絡

先

)

捨

て

を

や

め

て

回

収

ル

l
卜
に
乗
せ

す
る
税
務
署
に
す
る
乙
と
に
な
っ
て
時
金
を
支
給
す
る
よ
う
、
全
国
都
道
府
全
国
軍
人
軍
属
思
給
欠
格
者
連
盟
昭
る
と
と
も
に
、
環
境
美
化
の
た
め
、

い

ま

す

。

問

県

花

連

合

会

を

、

市

町

村

に

支

部

を

和

支

部

五

月

二

十

九

日

(

日

)

、

空

き

缶

等

と
い
う
わ
け
で
、
申
告
す
る
前
に
明
結
成
し
て
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
※
支
部
長
井
口
金
夫
の
一
斉
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

一

度

、

税

務

署

を

尋

ね

た

方

が

お

得

悼

す

。

昭

和

町

西

条

二

区

四

二

七

二

1

一

住

民

の

皆

さ

ま

の

ど

協

力

を

お

願

な

よ

う

で

す

。

相

ま

だ

、

乙

の

連

盟

の

あ

る

乙

と

を

T
E
L
七
五

l
四

一

一

二

い

し

ま

す

。

電
電
ミ
二
知
識
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日|受付時間|該 当 児|場所

|午後1瑚 扮110ヶ月児(s57. 7月生)1中央5月11目。1<)1 I ~::'Juv/J I~~/JJJU~~ '-11. : /~~~I 
1"""，， 2時 113 11 ( 11 4月生)1公民館

4 11 (s 58. 1月生)

7 11 (11 57. 10月生)

母子手帳、食べものについての質問票

施

5月12日嗣

5月 10日肉午後 1時""""2時

中央公民館

昭和57年 2月 1日~昭和58年 1月31日までの
出生児
昭和57年 2月 1日以前に生まれた子で4才ぽ下
の未投与児

携行品母子健康手帳・問診票

※追加投与を 5月18日IJ拘午後 l時""""1時30分に実施。なお
1カ月以内に麻しん、 3種混合、 BGG等の予防接種を
した幼児は該当しません。

実施日時

場所

該当児

日程 曜日 内 廿庁'" 地 s:l 
2日 月 もえる物 全地区|

4日 7Jく ガラス類 11 

6日 金 もえる物 λ， 

9日 月 H 庁

12日 木 〆/ 11 

16日 月 11 H 

18日 水 金属 類 西条地区

19日 木 もえる物 全地区

20日 金 金属 類 押原・常永

23日 月 もえる物 全地区

26日 木 11 〆〆

30日 月 H 11 

携行品

実5月 7日(土)
5月21日(土)
午前9時""""11時
30分

場所中央公民館

※母子健康手帳交付希望
者は、印鑑をお持ち下
さい。

※一般健康相談は40歳以
上の方を対象に行いま
す。

日時

5月6日(金)
午前 10時 20分~
10時25分まで

場所旧役場前

※収集車がくるまでは飼
主もいっしょにいて下
さい。

日時

※指定の袋、荷札が使用されてない
もの、収集日以外に出したもの等
は、いっさい収集しませんのでご
注意して下さい。

5月31日(火)午後 1時""""2時実施日時
5月26日(木)
受付時間午後 l時""""2時

実施 日

中央公民館所場中央公民館所場

昭和55年8月31日~昭和56年 3月24日までの
出生児 CI期)
昭和54年 3月21日~昭和55年8月30日までの
出生児で未接種者。
I期 3回を完了して 1年から 1年 6ヶ月を経過
した者 (II期)ただし、 5歳 6ヶ月までの幼児。

該当児昭和 56年 9月 1日~昭和 56年 11月 30日までの
出生児

該当児

内科、歯科検診、身体測定、保健指導

携行品母子健康手帳、 1歳 6カ月児健康質問票

※健康質問票の各項記入のうえ当日、受付へ提出して下さい。|携行品

' 

診査内容

母子健康手帳・問診票

5月 25日(水)午後 1時 30分~
離乳食指導も同時開催

実施日時

館

昭和 57年 12月 1日~昭和 58年 3月31
日までの出生児

民公央中所

該当児

場

お
め
で
と
う

' 

昭
和
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十
八
年
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日
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降
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)
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子
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子
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新
居
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新
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上
河
東
二
区

河
東
中
島

河
東
中
島

母子健康手帳携行品
所

議土村井塩深
屋上田津津

あ富
い正貴 克 皇
子男子智子男


